
経営環境

本節では、経営の内部と外部環境について述べる。それを基に経営ミッショ

ン、ビジョンの大切さと、場合に応じた戦略の見直しの視点について考える。

１ 経営の内部環境

一般に会社は、特段のことがない限り、創業後、年月の経過とともに

規模が拡大する。一方、経営の活力レベルは大規模化に伴って低下し、

かつさまざまな固定観念が風習となってはびこってくる。図表２―１

「経営の内部環境と今後のあり方」は、それらを概念的に示したもので

ある。横軸に年月の経過、縦軸に経営に与える良し悪しの方向性と大き

さを表している。

図表２―１①に示すように、会社が若い頃は、売上も組織も小さい

が、年月が経過し、売上が増大すると組織は大きくなり、経営資源が充

実し、会社を動かす仕組みも整っていく。しかし、やがて市場が成熟

し、需要が飽和するにつれて、会社の成長も鈍化する。

経営戦略の見直し 
新分野の開拓、新技術の開発 

企業風土の刷新 
ミッション・ビジョンの再確認 

仕組みの改新、風習の見直し 
顧客・社会視点とイノベーション 

① 
０ 

０ 

売上・組織→拡大 

活力レベル→低下 

風土→悪化 

０ 

② 

図表２―１ 経営の内部環境と今後のあり方

企業経営実践ノート
ビジネスリーダーのための経営指針
大谷 謙治  ［ 著 ］

単行本・A5判・228頁　　定価 本体2,000円＋税

丹羽宇一郎氏推薦！　最新の経営テキスト

丹羽宇一郎氏（伊藤忠商事会長）推薦のことばより

これから企業経営者、ビジネスリーダーを目指す人は、
経営の「基本」・「基礎」をわきまえておく必要がある。
その際に、本書は是非とも一読して欲しい好著である。

Tel . 0120‒203‒694
Fax. 0120‒302‒640

東京都港区南青山2‒11‒17　〒107‒8560
http://www.dai ichihoki .co. jp

★大手上場企業で役員を歴任し、経営現場の第一線で学び、実践した著者・大谷謙治氏が、
　新任役員や管理職向けの社内研修等で語ってきた内容をベースに記述。 

★経営者、予備軍の方々の自己啓発書、大学・大学院の経営学のテキストとして最適。

経営者が考えるべきこと、なさねばならないこと、注意すべきことを
　　　　　　　　網羅的に解説した、経営の新しい視点を提供する１冊

内容見本



■宛先

第一法規株式会社
FAX　　
（FAXはお近くの支社へ届きます）

部□公用
□私用

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

書店印

申込
部数●定価 本体2,000円＋税 ［コード025114］

キ　リ　ト　リ　線

ご住所

様　㊞ 　　　　 ―　　　　 ―　　　　 

〒　　　―　　　　

フ リ ガ ナ

ご氏名

名署部名関機

ＴＥＬ

＊弊社宛直接お申込いただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービス
　といたします。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円にてお届けいたします。

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かりしま
した個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。

企業経営実践ノート
－ビジネスリーダーのための経営指針－

申　込　書　〈第一法規刊〉

平成　　　　年　　　　月　　　　日上記のとおり申し込みます。なお、代金は現品受領後、請求書により支払います。

取 扱 い

経営ノート （025114）2009.10 SE

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!第一法規　経営ノート 検　索書籍の立ち読み、お申し込みはコチラ

第Ⅰ章　経営の目的

序

目次（抜粋）

●第１節　経営目的

１　経営ミッション
２　ミッションとステークホルダー
３　ミッションとビジョン
４　経営目的と環境・戦略・計画
●第２節　経営環境

１　経営の内部環境
２　経営の外部環境
●第３節　経営戦略と計画

１　経営戦略
２　経営計画
３　経営革新
●第４節　企業業績

１　財務的業績
２　経営的業績
●第５節　顧客満足

１　顧客満足のレベル
２　さまざまな顧客の視点
●第６節　社会満足

１　企業の社会的責任
２　環境経営

２　リスクの回避と対応
３　製造物責任（PL）
４　事業継続マネジメント（BCM）
●

１　コンプライアンス経営
２　法体系
３　コンプライアンス違反と防止
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